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社会保障の財源をどうするか？

• 医療を含む社会保障の財源としては税（消費税・所得税等）と保険料がある

保険料は保険の原則（健康リスクに対する支払い）に適うとされる。しかし・・・・

途上国などでは徴収に課題(必要な財源確保に繋がらない）

少子高齢化の進む日本においても社会保険料は勤労世代に重い負担であり、雇用に悪影響

世代間の公平、経済成長の促進に適わない

• 社会保障の財源の比重を税に移してはどうか？

途上国・新興国では課税、特に直接税（所得税等）を強化する余地が大きい

日本では消費税の増税には国民の抵抗が大きい・・・

実質的に勤労所得への課税に等しい社会保険料を租税化するのも一案
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参考：社会保険料の経済的帰結
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参考：課税力(tax capacity)の国際比較

出所: Juan Carlos Benitez, Mario Mansour, Miguel Pecho, and Charles Vellutini(2023)
“Building Tax Capacity in Developing Countries”, IMF Staff Discussion Notes
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参考：消費税への認識

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)
逆進的で不公平 48 17.0 238 23.8
景気に悪影響 42 14.9 441 44.1
世代間で公平 96 34.0 183 18.3
投資や雇用への歪みが少なく効率 99 35.1 67 6.7
安定財源 170 60.3 220 22
その他 12 4.3 17 1.7
わからない 6 2.1 159 15.9
注：割合は回答者数に対して

あなたの消費税に対するイメージとしてあてはまるものを2つまで選んでください

経済学者 一般国民

多様な国民に受け入れられる財政再建・社会保障制度改革の在り方：行動経済学・政治学の知見から | 
研究プログラム | 東京財団政策研究所 (tkfd.or.jp)
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https://www.tkfd.or.jp/programs/detail.php?u_id=26


参考：一般化社会拠出金CSG（仏）

出所：柴田洋二郎「フランスの医療保険財源の租税化」 J R Iレビュー 2017 Vol.9, No.48 6
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